
はじめに 

  

現在の国内におけるエネルギー状況について注目すると、2021 年 10 月に発表された「第 6 次エ

ネルギー基本計画」ではエネルギー政策の基本的視点（S+3E）の確認、2050 年カーボンニュート

ラル実現に向けた課題と対応、2030 年に向けた政策対応に関しての今後の方針が報告されていま

す。また 2022 年 4 月には、地球温暖化対策の推進に関する法律の一部を改正する法律（温対法）

が拡充され、地域脱炭素化促事業の促進に関する制度が導入されています。さらに、大規模な自然

災害などが発生した場合にも、災害時にも自立して地域に電力を供給できる「地域マイクログリッ

ド」が注目され、設計開発やシステムの構築が実施されています。 

このような社会環境の中、再生可能エネルギーによる発電技術、蓄電技術、省エネ技術を用いたマ

イクログリッドやスマートグリッド関しては、直流技術の導入、バーチャルパワープラント（VPP）
による地域電力供給、電気自動車（EV）の蓄電池としての利活用などが、社会実装されていくもの

と予想されます。 

エコ電力研究センターは、平成 19 年 4 月文部科学省私立大学高度化推進事業社会連携事業「マ

イクログリッド導入による次世代型電力供給システムの開発」を研究課題として設立されました。

本研究センターの特徴は、国内において最初にキャンパス内にマイクログリッドを構築、これまで

16 年間にわたり多面的な研究や実証試験を実施していることです。本センターのように長期にわ

たり制御・運用・拡張しているマイクログリッドシステムは、国内外においても例がありません。

したがって我々は、再エネが中心となったマイクログリッドシステムに関して、他にはない様々な

技術や運用および経験において、高度な技術力と経験を得ていると確信しております。 

そこで、昨年度の活動から研究成果の一例を本報告書にて紹介したいと思います。本報告書を一

読された後のご感想やコメントなどを頂けましたら幸いです。 

 

 最後になりますが、上述した社会的問題を解決するための手法を提案し、社会問題に応えるよう

努力していきますので、今後ともご支援・ご鞭撻をいただきますようお願い申し上げます。 

 

 

愛知工業大学エコ電力研究センター 

研究代表者  雪 田 和 人 
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